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＜連絡事項＞
・11/3創立記念日の職員集合写真の日時・場所等をお知らせ致します。
1回目　集合9時15分　撮影9時25分　　2回目集合10時　撮影10時10分
場所；ンタル病棟　本部前（小雨決行）　雨天時　青南病院体育館
対象者；職員全員
整列のレイアウトについては別途WIZにて掲示致します。
・小倉Dr　次回10/12　14：00～診察予定
・東病棟定数48名です。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　安伊様、上村　ソガ様、久喜　ツキ様、小田　沙也加様、野村　照美様
松崎　トキ様
上記患者様6名、　火水木；AM　月金；PM　作業療法参加指示あり。
・夏坂　浩美様～　9/18　検尿、採血至急指示あり。熱発に関して、9/13～カロナール
　3×　にて処方開始となる。
・中里　ハナイ様～療養環境変更目的にて東病棟Cユニットから南病棟Ｃユニットへ転出となる。
・上村　ソガ様～バルーンカテーテル内汚染強く、本日より抗生剤含む点滴開始指示あり。
・大久保　健作様～9/19　自宅退院方向となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・和田　昌様～終日隔離中。ドア蹴りや大声出す事あるが、スタッフ対面時は落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前の開放中飲水行為著明であり、制止後も同行為みられるため早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。対面時の妄想発言活発であるが、易怒性や興奮はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。開放観察中の飲水行為はない。対面時、眼光の鋭さあるが疎通は良好である。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者様＞

・夏坂　浩美様～9：15　体温38.7℃まで上昇。その他の身体的自訴聞かれず。11：30　体温37.4℃まで下降。解熱後は自発的に自室トイレへ行くなど活動出来ている。引き続き、身体症状の観察と活動量拡大できるよう声掛けを行っていく。
・松橋　トキ様～指示の点滴施行。食事は介助にてむせ込み等なく、2/3～全量摂取される。
・小笠原　久年様～ユニット移動してから幻聴はないと話している。ＯＴにも参加出来ており、病棟内でも叫ぶ事はない。
・類家　健様～幻聴妄想に関しては、就薬増薬後「少し良くなったな。」と話し、表情も良い。
・野村　照美様～昨日勤務交代時に覚醒し、不眠時のＩＦオーダ使用している。日中居眠りなく、他室侵入等の迷惑行為もなく経過している。
・小田　沙也加様～感情失禁あるが介入にてトラブルはない。「母が面会に来ているのにあわせてくれない」等の被害的発言あり、説明にも了解悪い。
・坂本　安伊様～帰宅要求の訴えは無い。他者の叫び声に反応し、怒鳴る事あるが介入にてトラブルはない。
・下道　重雄様～食事はおにぎりにして提供すると自力にて摂取出来ている。
・若宮　洋様～本日よりアパート片付けにため、家族同伴にて外泊出棟される。
　　　　　　　（9/15　17：00まで）　

・成田　富士子様～昼の血糖測定時に突然に怒りっぽさみられる。その他の日常生活は問題なく行っている。他患との交流は少なく経過される。
＜安ケ平Dr診察＞
・鹿原　博夫様～ロペラミド塩酸塩カプセル(1) 2CAP　2×　朝夕食後7日分処方となる。

それ以外の臨時薬は今夕以降中止となる。点滴も中止。レボフロキサシン
錠(500)は9/18まで継続。
・河原木　泰志様～９/１９からの定期処方薬変更なし。
・藤井　崇史様～９/１９からの定期処方薬変更なし。
・野田　敏治様～９/１９からの定期処薬方変更なし。
・和田　昌様～９/１９からの定期処方薬変更なし。
＜新入院患者様ケース検討＞
氏    名：六ッ役　昭次様　（むつやく　しょうじ）

  生年月日：昭和15年9月17日　77歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟ＢユニットまたはＣユニット予定

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：医療保護入院予定

　(経過）

 交通事故があって検査実施したところ、点数が低く、認知症疑いの為、鑑別診断、診断書希望にて免許センターより依頼があり、

Ｈ30.6.19当院初診。診断書作成していた。その後、免許停止となるが、無免許運転を続けていると保健師より連絡があり、その際に単身生活しているが、入浴、掃除、洗濯、食事等困難な状況であり、介護保険申請希望にてＨ30.9.4再受診。付き添った弟嫁、従妹

より自宅内はゴミ屋敷となっており、単身生活継続は困難である為、入院治療希望あり。介護保険申請、薬剤調整、環境調整目的にて9/14(木)東病棟Cユニットへ入院となる。
  氏    名：山田　哲也様

  生年月日：昭和46年3月12日　47歳

  病    名：アルコール依存症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Dユニット予定

  主治医  ：馬渡Dr

  入院形態：任意入院予定

　(経過）

　アルコール依存症の治療希望にて、H28年11月2日に当院初診。外来通院での治療希望され、通院治療が行われていたが、H28年12月27日を最後に通院中断し、その後も飲酒は続いていた。絶えず連続飲酒状態の為、仕事（運転手）も解雇されている。

飲酒によるトラブルはなし。今回本人より入院治療によるアルコール依存症治療プログラムの希望があり、当院へ相談。

H30年9月14日（金）東病棟Dユニットへ入院となる。

